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＜連絡事項＞

・H27年度抄録集について今年度は全職員への配布をしませんので、各部署へ一部ずつ配布している抄録集で確認お願いします。データにつきましては、教育委員会フォルダ内にpdfにて抄録集を保存し閲覧できるようになっています。詳細については、WIZ→教育委員会→医療福祉学会→H27年度医療福祉学会抄録集で確認お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・長谷川　陽一様～療養環境変更目的にて東病棟Aユニット→西病棟Bユニットへ移動となっています。

・齋野　テイ子様～昨日16:00から排泄ないこと、食事･服薬拒否あり、再三の促しにも拒否続いているため、馬渡Drへ報告し、点滴3本処方となっています。内服薬に関しては促していき、時間をずらして服用するよう指示となっています。尿検査の結果から白血球4+、排尿時痛あることから本日夕からレボフロキサシン(500)1T　1×夕　3日分処方となる。

・木村　正夫様～シンラック液1本処方となっています。

・中山　真由美様～ナパゲルン軟膏2本便秘時のセンナリド1Tが10回分処方となっています。

・佐々木　豊美様～排便-2日目で本人より下剤の希望あり、シンラック液が1本処方となっています。本日シンラック10滴服用指示となっています。

・村山　トシ様～腰痛の訴え聞かれており、ハップスター1Pが臨時処方となっています。

・上條　京子様～排便-3日目の為、センナリド2Tが臨時処方となっています。

・嶺岸　てい子様～経口からの摂取が困難であることから馬渡Drへ報告し、点滴3本処方となっています。また、エンシュアリキッド3缶　3×ndE　5日分(本日昼から)処方となっています。

＜隔離室入室・患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～9～15時開放観察実施。開放観察中は喫煙要求なく、大声をあげる事や粗暴行為見られず過ごされています。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入しています。
・木村　格治様～終日隔離中。対面時妄想様の発言聞かれることあるが、指示的な口調や過度な要求なく興奮見られず過ごされています。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入しています。
・和田　昌様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施しています。自室では臥床して過ごされており、開放観察中は気分高揚さや多弁さなく過ごされています。引き続き、精神症状の観察を行い早期に処遇改善できるよう介入しています。

・堀内　正三郎様～終日隔離中。食事や服薬の際に眠気強く、促しにて食事や服薬は行えています。自室のドアノブをいじることあるが、ドア蹴りやドア叩きなく過ごされています。引き続き、身体状況の観察・精神症状の観察を行い早期に処遇改善できるよう介入しています。

＜要注目患者様＞

・渡部　博之様～他者への過干渉や話し掛け多く迷惑行為見られています。他者トラブルに注意しながら精神症状の観察を行っていきます。

・嶺岸　てい子様～朝食・昼食ともに口へ運ぶが吐き出す為、食事摂取出来ていません。服薬は行うことできています。エンシュアリキッドが処方となり、エンシュアは見守りにて摂取すること出来ています。摂取量の観察を行い脱水にならないように介入していきます。

・浪打　實様～仙骨部に表皮剥離見られています。仰向けで寝ていることが多いため、体交行い悪化させないように介入していきます。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～自ら幻聴を訴えてくることはありません。手指の振戦みられており、薬剤調整後は手指の振戦軽減してきています。表情の冴えなさ見られているが問題行動見られず過ごされています。引き続き、精神症状の変化に注意しながら措置解除・退院に向けて援助していきます。

・高橋　伸治様～服薬拒否することがあったが、今週は拒否なく服薬出来ています。時々独語見られています。引き続き、精神症状の変化に注意しながら措置解除・退院に向けて援助していきます。

・葛西　美子様～11月上旬に措置解除予定となっています。本日不調の訴えあり、入浴拒否されています。引き続き、精神症状の変化に注意しながら措置解除・退院に向けて援助していきます。

・沢田　秋子様～幻聴に関して自ら訴えてくることはありません。化粧品などの私物を持ってきて欲しいとの訴えあり、私物に関して受け持ちの看護師と相談してから対応していきます。精神症状の変化に注意しながら措置解除・退院に向けて援助していきます。

